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「社会科の授業研究会に参加して話を聞いていると，
まるでかみ合わない議論がなされていることがよくあ
る。それは，ある人は事実判断の言葉で発言し，ほか
の人は評価や推測の言葉で発言しているからである。
本来，峻別して語 らなければ論じ合うことが不可能な
発言が，入り乱れて飛び交っている。これは社会科の
授業分析の理論が教師の共通の財産になっていないか
らである。」（p.6 ）
著者は，授業分析の現状をこのように述べている。
これまでに数多くの授業を直接観察し，授業検討会で
指導 一助言を行ってきた著者の指摘は鋭い。教師自身
が自己の授業研究に役立てうる授業分析の理論を構築
することが現在いかに求められるかを思い知らされる
とともに，本書公刊の意義を改めて確認できる。
授業分析で得られた成果の蓄積は社会科教育の発展
への重要なステップになる。このような予測のもとに，
著者は授業分析の成果をあげる方策として，授業設計
と授業分析との緻密な連携による授業分析の方法を提
案している。 これは「仮説を組み込んだ形での学習指
導案と，授業記録における子どもの実態との比較研究」
(p.l) である。主観的な授業分析を廃し，科学的研究
としての授業分析理論の構築をめざす著者のちから強
い意図がうかがえる。
本書の構成 は冒頭部分で説明されており，わかりや
すく読める。冒頭には授業論としての４つの基本的立
場(p.l) や以下に示すような授業分析 の検討内容と
しての３つの観点(p.  6)が示されている。
①授業 の総合的分析
②授業および授業設計の一側面に焦点をあてた分析
③新教育課程で特に注目されている視点からの分析
目次の全項目を示せないが，著者が授業分析をどの
ように考えているかは目次の項目構成をみれば端的に
分かる。具体事例を用いて説明してあることも，実際
に使える授業分析として理解’しやすいものとなってい
る。著名な実践にとどまらず，著者が関係し，構造を
熟知している実践が，豊富な授業記録にもとづいた十
分な分析を経た上で事例に取り上げられているので実
証性の高い授業分析理論となっている。
本書の特色でもあり，特に興味深かった部分は，以
下の３つである。
ア。第II章の２　問いと授業，の中の「（4）ミクロな
眼で問いと授業を分析する」
イ，第Ⅲ章の２　教授学習過程における分析視点，
の中の「（2）『知る』『わかる』社会科 （社会的見
方）の学習過程」および 「（3）「考える」 社会科
（社会的考え方）の学習過程」
ウ，第IV章　新教育課程の重要 ポイントと授業
ア，イはこれまでよりもより緻密に，発問や追求過
程の構造と指導方法との因果関係を明らかにしたもの
である。また「未来予測」学習や合理的意志決定能力
の育成方法，価値論争問題の指導方法など, 新しいテー
マでの分析もなされている。著者の授業分析の到達点
を示すもので，高い応用性がある。
ウは表題の通りの内容で，新教育課程のポイントを
著者の考えで端的にまとめている。全体的には内容面
での「生活」「国際化」，方法面での探求としての「調
べ学習」を新しい社会科の鍵概念ととらえている。ま
た新教育課程の特色である環境教育，体験・経験，さ
らに関心・意欲についてのポイントが著者独自の観点
から述べられている。
本書は前著『小学校社会科の授業設計』の姉妹編に
当たるもので，現在の研究の到達点と今後の方向を知
らせてくれる社会科授業研究者必読の書である。
本書の目次のアウトラインは以下のとおりである。
第１章　授業分析の理論
第II章　授業の総合的分析
１　学習指導案と授業
２　問いと授業
第Ⅲ章　「視点」を明確にした授業分析
１　社会諸科学の研究成果からの視点の設計
２　教授学習過程における分析視点
第IV章　新教育課程の重要ポイントと授業
１　新学習指導要領と授業分析の基本的視点
２　体験・経験と授業
３　関心・意欲を育てる授業構成と分析
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